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【はじめに】我々の研究室で電気化学堆積した

ZnO ナノロッドのフォトルミネッセンス（PL）

スペクトルは，バンド端付近の励起子発光と思

われる紫外発光が支配的である．今回は，PL ス

ペクトルがアニールによりどのような影響を

受けるか調べたので報告する． 

【実験方法】ZnO の電気化学堆積では，電解液

として硝酸亜鉛水溶液，対極には白金板，作用

極には ITO ガラス，参照電極には銀–塩化銀電

極を用いた．液温 70 °C ，陰極電圧–1.0 V を一

定の条件とした定電圧法により（電解液濃度

0.003 mol/L ~ 0.05 mol/L を変えて）成膜した．

作製した試料の評価は XRD と FESEM により

おこなった．また，光学的特性の評価では，PL

スペクトルの測定を室温でおこない，アニール

をしてから PL スペクトルの変化を観測した．

PL 測定には，励起光源として深紫外 LED（315 

nm，5 mW）を用いた．アニール温度は，150 °C，

200 °C，300 °C，400 °C，500 °C に設定し空気

中で 1 時間アニールした． 

【結果】300 °C と 400 °C で 1 時間アニールし

た試料の PL スペクトルを Fig.1 に示す．300 °C

でアニールした時では，紫外発光の強度が大き

く増加し，ピーク波長が 10 nm ほど長波長側に

シフトしていることが確認できた．  

 400 °C でアニールした場合は，紫外発光の強

度が弱まり，発光ピークが赤色の可視光領域で

ある 660 nm 付近で確認できた．この発光は格

子間酸素に関する欠陥によるものであると考

えられる[1]． 

 アニール温度と紫外発光強度比（as-grown と

の比）の関係と，アニール温度とピーク波長に

ついての関係は Fig.2 のようになる．アニール

温度の上昇 に従い，発光ピークが長波長側に

シフトしていることが分かる．また，アニール

温度 300 °C と 400 °C の間で PL スペクトルに

大きな変化が現れることが分かったので，詳し

く調べる必要があると考える．アニールによっ

て紫外発光ピークが長波長側にシフトする原

因については，従来の報告[2]のように，残留し

た水酸化亜鉛が取れるためであると考えらえ

る．また，図には掲載していないが，500 °C の

スペクトルと 400 °Cのスペクトルを比べると，

深い準位からの発光ピークもアニールにより

長波長側にシフトすることが分かった．これら

の詳細な原因については，現在検討中である． 

 

Fig.1 PL spectrum of annealed ZnO nanorods 

 

Fig.2 Changes of PL peak wavelength and intensity 
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